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梅雨開けとともに，厳しい暑さがやってきました。今年も新型コロナウイ

ルス感染症を予防しながらの熱中症対策となります。基本的な感染対策の重

要性は変わりません。引き続き，私たち一人一人が対策と意識を高めていき

ましょう。今後も，「検温等の健康観察」「手洗い等の手指衛生」「マスクの着用」

「換気」「人と人との距離の確保」「黙食」「体調が悪いときは無理せず休養」を心掛けていきましょう。

歯科健診は，「受けたら終わり」ではありません。むし歯等が見つかった人は，早めの受診をお願いします。

ひどくならないうちに治療を始めれば早く治ります。また早期発見できれば痛みの少ない方法で治せます。そして

治療が早く終わる分，費用も抑えられます。早期受診にはこんなにいいことがありますよ！

＊人との距離が近い場所でマスクをとる場合は，会話を控えましょう！



熱中症の事故は，梅雨の合間の急に気温が高くなった日や，梅雨明けの蒸し暑い日などに多く発生しています。

高校生では主に，部活動中に起こることが多く，暑い日や、暑くなり始めの時期には特に注意が必要です。適切な予

防方法を知り，熱中症を防ぎましょう。

熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です！

◎こまめな水分・塩分補給
◎軽装や帽子をかぶるなど服装に気をつける
◎体調の悪い日は無理をしない
◎日ごろから軽い運動により暑さに慣れておく

暑さに備えて，暑くなり始めの時期から，

無理のない範囲で適度に運動を行っていると

良いでしょう。


